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Onestepcloser,Closerthanbefore!

第9回 ミ レニ ア 創 傷 ケ ア 研 究 会 特 集!!

写 真で見 る研究会 ・懇親会

李家医師インタビュー

ミレニア研究会を終 えて

クリニカルコーディネーター ねんちゃんが行く!

大分岡病院訪 問記

キャラバン報告

お知 らせ

編 集後記



.層

、

.

・
　或割

讐

麺.瞳

〆

量 ・
竺捧

.
肖

暫

函

璽

"

J

」

.

`稽
雪メ5

二こ'9

,'

.
、

露
尚

「
匪

.
・

●【

{;

e

い

.惑
儀

誌

1.1.F

》.ノ
A

F}

が イ

ロ

　

-

つ

」謬

ノ

/

禽
.

一

・
＼

豊

盈

∠

」
翫

、

ム

」.

壽

1

.鳥 、

d[

霧

季

3
壷

メ

』
賜

曳
盟

禽
ヲ
回

り

7
瀬

1
'熟

嚢灘
鰍 ・

　　レひ

嚢

、

, 議
綾▼

鐸

誕

鵡網r
. 一 ∴ ..9L、

ア 創 傷 ケ ア 研 究 会

レ
r
監

・

第9回 ミレニ

曽
や

昌

●

匿
'.

ン
■

=.

L㌦

ll月17日 。 鉛 色 の 空 の仙 台 で第9回 ミレニ ア創 傷 ケ ア研 究 会 が 行 わ れ ま し た。 寒 さが 厳 し い 中ス タ ー ト した本 年 度 の研 究 会 で

したが 、100名 以 上 もの 医療 関 係 者 にお 集 ま り頂 き ま し た。 ご参 加 くだ さ っ た皆 様 、 こ の場 をお 借 り しま して、 改 め て御 礼 申 し

上 げ ます 。 第9回 の テー マ は 「再 生 一 治 療 コソ セ ソ サ ス の世 界基 準 を 目指 して 一 」。 ア ソサ ーパ ッ ドを用 い た コ ソ セ ソ サ ス会 議

で は、各 診 療 科 の先 生 ・看 護 師 の 方 々 か ら治療 に 関 す る見 解 や そ も そ もの 質 問 に対 す る意 図 や 質 問 が 多 く寄 せ られ 、活 発 な意 見

交 換 が 出来 た もの と思 い ます。株 式 会社 ミレニ ア で は 、今 回 の 得 られ た コソ セ ソ サ ス を元 に、創 傷 ケ ア の 日本 市 場 を り一 ドして

い く存 在 へ 、 また一 歩 、 近 づ き ます。



写真で見 る ミレニア創傷 ケア研究会

・幽

∋田

■ 謬

『 1}』

■■9婁

、

』
璽
1

「 一11

⑳
■

曾

醤
π佛闘

[

～..』 一 曜「 ・

イ 殴 一5〃

麓.,
幽腰=

冤鱒題

1

隠1照 牧

}!く 免

`

ッ
「
躍

ご

ー

1
～1

o

7`

の ナ ミ
　 　 ワ

胃≒獄 慧… 葱響
CI(

＼ レ

奪 畿

盈、、踊

1

炉
'1

.藍 ・

腫 ・加 、

肺。
r・l/、

,1

ゆ

γ も 、'

、傭
`滋

.

'

螢

、h

雛
,
諺

・

∠

』購㌦
蕪

聡 製 齢l
i♪

,

㌘ 吟へ
・ ¶l

N〆 筏"

ノ

1.町 〆,冨
ノ ノ哩6

1・.



第9回

ミレニア研究会 を終 えて

第9回 ミレニァ創傷 ケァ研究会 を終 えた李家 医師に今後 の創陽.

いて 、イ ンタビュー を試 みた。

李 家 中 豪
ChugoRinoie

そして足の診療所誕生にっ

先 日は寒空の仙台での創傷 ケア研究会、お疲れ様で し

た。早速ではあ りますが、第9同 ミレニア創傷 ケア研

究会の感想 をお聞かせ ください。

李家医師 「今回も多 くの先生方か ら貴重なご意見 をい

ただ くこ とが出来て、大変良い研究会 になったか と思

います。特に、コンセ ンサス会議 に参加 して思った こ

とは、治療 に対す る意識 な どが統一 され、 「ミレニア

の創傷 ケア」というのが9年 をか けてまとまって きた

とい う印象 を強 く受 けました。た とえば、除圧 ・感染 ・

手術 を とって も、治療 に対する方向性が整 って きてい

るように思 います。」

「そうですね。創傷ケアに関 して はま とまった

エビデ ンスが無い分、さまざまな症例 を通 して学 んで

いかなければな らない。先生方の成功 した事例や うま

くいかなか った事例 …そ うした症 例 を積み重ねてい

くことが今後 も大切だ と思 いま したね。創傷ケアは、

同 じ条件で同 じ薬剤を使用 していた ところで、慢性創

傷 に悩む患者全員が治癒するわけではない。患者個々

に よって治療が異なるため、積 み重ねを大事 に してい

きたい。」

今 後 の ミレニ ア創 傷 ケ アセ ンターが 目指 して い く

ところ は。

ア ンサ ー パ ッ ドを用 いた初 の コ ンセ ンサ ス会 議 で し

たね。

李家医師 「来年は第10回 目の創傷 ケア研究会にな り

ます。方向性のまとま りが見 られた ところで、我々は

もう1歩 先 を歩んでいかなければな らない と思います。



創傷ケアセンター とは、 日本の病院の中で も先端医療

を行 う場、傷に対 して高度な知識 と技術 を持ったプロ

フェッシ ョナルな集団でいることです。周 りの レベル

が上がれば、私たちはその もっ と先を行 くような存在

でい るべ き。そのためには、や は り 「予防」に対 して

高い意識を持っこ と。」

そ こで 、予 防 への意 識 は"足 の診療 所"へ

引 き継 が れ る…

李家医師 「た とえば、日本では糖尿病患者 の壊死が進

行 した無残 な事例が多 く見 られ ます。適切 な医療機関

(創傷 ケアセ ンター)の 受診が もう少 し早かったら切

断 しな くて済んだ… とい った悔や まれ る事例が見受

けられ るのは、患者本人が痛みを感 じないために受診

が遅 くなった こともあれば、医師が診察 をしておきな

が ら早期に対応が出来なかった(も し くはしなか った)

ことにも問題 があるといえます。医師の傷への意識が

低い ことは患者の命 を危険にさらします。がん患者 よ

り難治性創傷 における足切 断のほ うが死亡 リスクが

高いのは論文 として発表 されているのですか ら。

そこで、足の傷を予防す るゲー トキーパ ーになる 「足

の診療所」が2013年 冬にオープンします。足 の診療

所の存在を通 して、傷 を作 らない ・早期発見の重要性

を伝えていきたい と思います。そして 日本の医師、糖

尿病患者 にも下肢切 断がいか に重症度が高 い症状で

あるか を伝 えていか なければならない。予防に対 して

高い意識を持ち、下肢切断を無 くしてい くことこそが

重要になってい くと思います、

足 の診療所のオープンは難治性創傷 ・下肢切 断の予防

に大 き く貢献す るこ とと思います。第10回 創傷 ケア

研究会 も楽 しみですね.

もちろんです。来年の研究会では、足の診療所でのデ

ー タを用 いて予 防の観点か らの発表がで きた ら面 白

いですね。下肢切 断を無 くす。 これにはまず は傷 の予

防からなのです。 ミレニア創傷ケア研究会10年 目に

して、改めて大切 に してい きたいテーマで あ ります。

下肢切断の予防について発信 してい くことは、日本の

創傷ケア ・下肢救済の歴史 に創傷ケアセンターの名 を

残す、大 きなイ ンパ ク トを与 えることで しょう。

＼

ミレニァ研究会後の懇親会会場にて。足の診療所の院長を

務める桑原医師 と。

「予 防 」 とい う言 葉 に力 を込 め る李 家 医 師。 足 の 診 療 所 の オ ー

プ ンを 前 に 、 日本 で の 下肢 切 断 を 無 く して い く想 い は、

よ り一 層 熱 い 。
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大分岡病院さん訪問記
先 日、洛和会音羽病 院創傷 ケア

セ ンターご一行様が、大分岡病院

さんへ研修のため に訪 問する こと

にな りま した。大分岡病院さんで

実施を して いる 「下肢救済のため

のチーム医療ワー クシ ョップ」 は

厚生労働省の委託を受け開催 して

おり、 さらにチーム医療実証実施

施設に2年 連続 で認定 されていま

す。 医師、看護師のみな らず、
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臨床心理士やソー

ヤル ワーカーか

らのプ レゼ ンテ

ーシ ョン、実技 も

設 けた 充 実 した 内

容 とな りま した。
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セミナー参加もチーム医療がテーマとなっているため、多職種での参加をお願いし

ているそうです。みなさんの表情から研修の充実度が伝わってきますね1

キ ャラバ ン報告
12月2日(日)に 図南病院、12月7日(金)に 庄 内余 目病院 で創傷ケ ア講演会(キ ャラバ ン)が 行 われま した。

12月1日(土)図 南病院キャラバン

今回の図南病院キャラバンも場所を変更 して2部 制で

講演会を行い、合計76名 以上もの方にご参加頂きまし

た。今回は研究会でも使用をしたアンサーパ ッドを用 い

たキャラバン。気になる質問項目ですが、慢性創傷に関

する基礎知識をクイズにして出題 し、行いました。具体

的には、傷を看る時のポイント・初診時に必要な検査は

何か(SPP、ABI等)、 創傷 の治療過程は…等など。創傷

に関する基礎知識 とケアを知 ってもらうことで、創傷を

見つけた時に早めの処置が可能になり、病院受診時に傷

が悪化 していることがないようにするためでもあります。

フエル トを使用 した実技もあり、ご好評の中で無事に終

えることが出来ました。

参加者か らのコメン ト

図 クイズもあり、詳しい回答もして頂いてわかりやすかった

です。(病棟看護師より)

図 八イ ドロサイ トなどでスポンジ系で除圧をしていたので、

フェル ト使用 で きる ように して行 きたい と思 いました。

12月7日(金)庄 内余 目病院キャラバン

雪が吹雪 く秋田県での庄内余 目病院キャラバン。ミレ

ニアからの応援部隊は秋田の吹雪でフライ トが不安な中

参加をしました。当日は予約の段階でも50名 近い参加

者がいま した…が、夕方に発生 した東北地方での震度5

の地震の影響で参加者が半減。「行きたいのに電車が止ま

って…」「今 日は外出は控えます」といった止む無くキャ

ンセルとなった方のお声もある中、来てくださった25

名強の参加者さんと開始時間を遅 らせ、スター トしまし

た。

今回は地震のためのキャンセルや開始時間を遅らせる

といったこともありましたが、庄内余 目病院様は地震に

も負けず りベンジキャラバンをすべ し1と 燃 えていま

す 【

また会 おうね!

./5
〆 圏



第5回 日本下肢救済・足病
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第1個日本フツトケ墨学

合同学術集会

2◎趣 毎

2月.9日匡!遭Q旦亘L
〒220・0012横 浜 市 西 区 み な とみ5い1・1-1

パシフィコ横浜
埼玉匪科大学 形成外科 謝畳

会 長 市 岡 滋

日本7ッ トケア学会 副理事長
足のナースクリニック 代表

副会長 西 田 壽 代

　 　　 コ　 ロ コ ロ ム
ー 三=一 一 回15

扇 務局 逗緒事務 局

〒350-0495埼 玉 県入 間郡 毛呂 山町毛 呂本郷38〒106-OO41乗 京都 港区 麻布台2-3-22一 乗 寺ビル

埼 玉医科 大 学 形 成外科 内 株 式会社 コンベックス 内

膜 務局長:佐 醸 国 也TEL:03-3583-6677FAX:03-3589・3974E
mail=foot2013@convex.co.ip
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訪問看護事業部

Qlミ ーテ ィングが開催 され ま した!

11月28日(水)

に第三四半期Ql

ミーティング(質

管理委員会)が 行

われま した。平 日

にも関わ らず、外

部 か ら も ご参加

頂き、ミ レニアナ

一スも
、より緊張感を持 って取 り組んだQ1。 利用者 の

転倒 防止策 として、KYT法(危 険 ・予知 ・トレーニン

グ)を 用いて実際に転倒率を下げることが出来たケー

ススタディの発表など、意見が活発に飛び交うミーテ

ィングとな りま した。

さらに、今 回㈱ ジャパンケアサー ビス様 との提携 に

ついて発表がありま した。訪問看護が介入 した後にヘ

ルパーの介入が入ることで利用者 のコス トの削減に

も繋が ります。連携 を強化 してい くことで今後 も益々

期待が高まる、"訪問看護か ら介護へ乙症例が増えてい

くことを期待 します。

隅退院後"を 知る

.F'

.1

ボ
.1

～訪 問看護の実際～

11月 某日、東京女子

医科学大学で病棟看護師

向け在宅医療勉強会があ

り、ホームケア練馬の管

理者 ・スタ ッフらが講師

として参加 をしま した。

同大 よりご紹介を頂いたこ}利用者様 の退院後の生活

について紹介。在宅をよりよいものにすべ く、訪問看

護師として心がけていること、病棟看護師へ意識 して

も らいたいことをケースと共 に発表 しま した。

ご利用者様が入院中に憧れた在宅の生活であ って

も、必ず しも退院か ら在宅ヘスムーズな移行が出来る

とも限 らない。今回はそうした事例 を取 り上げ、家で

過 ごす ことの本当の意味、在宅のQOLと は何か問い

かけました。当時ケアにあた っていた訪問看護師の後

悔 と苦悩 の講演に、参加者の中には共感 して涙を流す

方もいらっしゃいました。参加者か らは 「家に帰って

ほっとできる時間がで きるように、病棟看護師も支援

を していけるように退院調整含め、円滑に在宅に移行

できるように したいと思いました。」 との コメン トが

寄せ られ ました。

創傷ケア事業部
匠

曾 露
.怠}

㍉f

」』 、 〆

昨年、東 葛 ク リニ ックで はPRP治 療 の先 進医療

申請を行 い、無事認可が下 りま した1

記念に(?)李 家医師来 日の際に写真をパチ リ。

今後 とも宜 しくお願いいた します1

ア ライ ア ン ス事 業 部

貞方章男 プロゴル ファー来社1

カ ス タ ム メ イ ドイ ン ソー ル

FEETinDESIGNを 愛 してやまな

い男子 プ ロゴル フ ァー貞 方章男

プ ロが 先 日ミ レニ アに ご来社 さ

れ ま した1イ ンソー ルを手 に し

て 「これが無 いと怖 いくらい。 もう手放せ ません1」

と笑顔で語って くださいま した。これからも益々愛 さ

れインソール、FEETinDESIGNを 宜 しくお願 い致 し

ます1

v◆ 脅 唱〃i卜◆9◆ 「い 脅 昌4卜 ◆r吟
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表参道 足の診療所 情報

2013年 オープン予定の足の診療所が

一足先 にオープン日を迎 えま した
。
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晴天 に恵まれた11月 中旬。乃木神社にはベア八グ表参道店のスタッフら、足の診療所の医師と関係者 らが集 ま

り新店舗設立 乙祈祷 を行い、ベアハグ表参道店はこの日オープンを迎えま した。足の診療所内での儀式 を終 える

頃には、オープン日に予約を取ることの出来た幸運 なお客様が続々ご来店。(予 約殺到だ った との こと1)

来年には足 の診療所 も本格オー プンし、表参道 から悩めるすべての足へ春風を吹かせ ることで しょう1
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調に更新 しています11ミ レニアの社 内 ・イベン トの

様子から、ミレニアの事業である訪問看護や創傷ケア、

認知症や脳の記憶に関することなどなど、情報満載で

お届け しています。プログ とお知 らせ ツイッターも随

時更新中。 ミレニアへの 「いいね」が未だの方、ぜ ひ

「いいね」 してみて くださいね。

Twitter:@millennia _corp

Facebook=株 式 会 社 ミ レ ニ アMillennia

Blog=http:〃www.qol4ujnfo/

編集後記

こん 【:宵1劃 創 傷 ケ ァ ニュー ス 新 年 号 で すll

そ し マ、あ け ま し マ お め で とう ござ い ま'すll遅 くな り ましf=1

み な さ ん お 正 月 は ど う 過 ご さ れ ま しf絢 、。

20r3年 もこの創 傷 ケアニュースが 続 くよう1:

日 マ精 進 し マ参、ります ので、今 年 もお付 き合 い の

ぽ ど宜 し くお願 い 致 し ます。(特 にN代 様 、今 年 も

創 傷 ケァニュース言サポ ー トのほ ヒ喧 しくお願 、・致 し ます)

次 回 癸 行 は桜 の咲 く時 期 萱予 定 しマい ます1

新 企 画 も考 え 中 です1お 楽 しみ に1
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